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教育と療育を繋ぐ、放課後等ディ･児童発達支援
～くらしの力を育てる療育～

湧気自然塾だより NO６１
勝田郡奈義町荒内西1050-7 R.7.２、２２
TEL 0868-20-1755 FAX 0868-20-1766

】
塾では、長期休業中と 7~9 月、12~2 月の土曜日の昼食に調理体験を実施しています。調理師が立

てたメニューに沿って様々な食事を作ります。
子ども達は順番に調理体験をします。子ども達は調理の一部を受け持ちます。一生懸命任せられた

仕事をする中で、無意識のうちに五感を使って色々な力を身につけていきます。
１つ目は集中力。材料を切ったり混ぜたり測ったり集中しなければ作業はできません。することが

はっきりしているため、作業に没頭し集中力を身につけることに適しています。２つ目は数学を使う
ことです。人数に合わせてお皿を出したり、食材の分量を正確に測ったり、完成品を意識した形作り
で丸や四角の図形を作ったりと、学校で学んでいることが実践されます。３つ目は、小さな失敗をす
る中での学びです。次はどうすれば良いかと考えられる前向きな姿勢が育てられます。やり直して、
達成感を味わってほしいですね。調理体験の良さは、他にもまだまだたくさん有ります。

お家でも、ぜひご一緒に台所に立たせてあげてください。

ブドウ作りには１年を通していろいろな作業をしなければなりません。この時期は剪定が

主な仕事になります。元気で強い枝を伸ばすためには、新芽が発芽する前に必要な芽を残し
て枝を短く切る必要があります。美味しくて大きなブドウの房を作るため、一枝に一つしか
房を残しません.

利用者の皆さんは、剪定しやすくするための補助作業として、枝を一定の長さに切りそろ
えたり、目印のマーカーを集めたりしました。

ブドウ作りを始めて３年目。今年も、より美味しいブドウを作ろうと頑張っています。

すべての子ども達に豊かな育みを！！

子ども達の抱える様々な課題に挑戦しています

発達障害、不登校傾向、学力不振、コミュニケ―

ション力の育成等々・・。ご相談ください。

調理は「生きる力」を育てる

豆腐ハンバーグタマネギの皮むき ゆで卵皮むき サラダ作り

就労継続支援B型事業所より

ブドウの剪定が始まりました
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奈義の季節の絵が１つ増えました

【これまでの
作品】

奈義町傑作展に出品しました！

なぎ昔話語りの会 冬の公演 心に残る詩文を書く

《３月エンジョイタイムスケジュール》
３月１日（土） ３月８日（土） ３月１５日（土） ３月２２日（土） ３月２９日（土）

読み聞かせ 歌リズム遊び 習 字 和太鼓（午前） 木で遊ぼう（午前）

※子ども達にいろんな体験とお楽しみを準備しています。通常のご利用以外に、1 日（あるいは､
その時間だけでも）、参加をご希望の方は、あらかじめご連絡をください。

【ご連絡】 ３月の土曜日（１日・８日・１５日・２２日）はお弁当をお願いします。
春休みは、塾でまた調理をしますので弁当は必要ありません。メニューは来月お知らせします。

今まで、奈義の風景を絵にしてきました。
「雪の那岐山」「初夏の奈義」「ひまわり
畑」「雲の間からみた奈義」です。2 学期
から冬休みにかけて、「秋から初冬」の奈
義をテーマにみんなで表現しました。奈
義町のシンボルロードを中心に据え、奈
義の多くの場所を描き加え、１つの作品
にしました。本塾のバナナの木も加え、
自由に発想した作品です。そして、また
１つ、奈義の風景画が加わりました。

２月４日から９日まで、奈義町文化センターで「奈義町傑
作展」が開催されました。会場には、奈義町の各地区や施設
からたくさんの作品が出品され、とても賑わいました。

本塾も、”さんぶたろう”の干支の貼り絵、手作り和凧、風
景画を出品しました。１階ロビーに大きく展示されました。
さんぶたろうの干支作品と風景画はみんなで描いた共同作品
です。和凧は一人一人の個性が光る作品でした。普段のがん
ばりを見ていただき、とても良かったです。ご指導くださっ
た皆様、本当にありがとうございました。

雪の那岐山 初夏の奈義

「ひまわり畑」

奈義町図書館
で行われた会に
参加しました。
奈義小学校の人
達も一生懸命語
っ て く れ ま し
た。同世代の頑
張りに大きな拍
手を 送りま し
た。

いつも習字をおしえてくださる
講師の先生が、子ども達の為に
色々な題材を選んでくださいま
す。漢字 4 文字や季節の言葉も
ありますが、左の写真のような、
「心に残る詩文」も用意してく
ださり、書で心を育てる作品に
なります。素晴らしいですね。


